
(1） 第184号 広 報 あ か い け 昭和53年5月1日 

発行所 赤池町役場 編集 総務課文書広報係 ft（代表）2004 

印刷所 赤 池 印 刷 毎月 1回発行 

町 の 人 ロ 

人 口 9,374人 （増30) 

男 4,472人 （減3) 

女 4,902人 （増33) 

世帯数 2,932世帯（増2) 

出生 11人 転入106人 

死亡 4人 転出 83人 

(53年3月末日現在） 

( ）内は前月との増減 

' 

◇赤池商工会館が完成◇ 

相談室・指導室・田川信用金庫赤池支店など 

赤池町商工会（稲垣力会長）が、地域経済の振興と会員舟印多の場にしょうと昨年9月に 

着工した商工会館が4月5日（水）完成し、午後2時より関係者ら約2加人が出席して完工 

式を行なった。会館は鉄筋コンクリート2階建（3召平方Iに）で、ー階は事務室を中心に 

各相談室、指導室、展示室兼ロビーのほか金融機関として一部に田川信用金庫赤池支店が 

入る。また2階には講習室（2 )、ホールなどがあり全館冷暖房完備。総工費は5, 000万円 

余。特長は、タ権見的には2階を中心として、いずれの方角から見ても構造的に変化がある。 
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瑠も柳蝋ゆ曾婦織柳蝋噌婦重闘蝋些融誌毒曲る飴るh読痴痴細細弘 

麟'-WV 'WV'轟麟0<麟 
36億3,967万8千円に 

一般会計予算総額 

十
一
万
九
千
円
）
 

※
同
和
対
策
中
央
集
会
所
建
設
事
業
 

▼
災
主
履
旧
事
業
（
一
億
一
千
九
万
一
一
 

千
円
）
 

※
下
水
道
鉱
害
復
旧
事
業
 

▼
義
務
教
育
施
設
整
備
事
業
（
八
千
三
 

百
九
万
円
）
 

※
市
場
小
学
校
体
育
館
建
設
事
業
 

▼
一
般
単
独
事
業
（
五
千
四
百
六
十
六
 

万
一
千
円
）
 

※
中
尾
地
区
下
排
水
路
改
良
事
垂
未
 

《
一
般
会
計
投
資
的
経
費
内
訳
》
 

21億ンィ嚇
34,596千円 

建設事業 

324,412千円 

(15.2%) 

医電関連事業 
 ~10,560千円（0.5%) I‘・Jvェ I「 」 、vーノv' 

厚生福祉施設整備事業 
33,722千円（1.6%) 

昭
和
五
十
三
年
‘
区
の
歳
入
歳
出
予
算
 

対
策
事
業
 
※
地
区
総
合
整
備
事
業
 

の
状
況
は
次
表
の
と
お
り
で
、
総
額
に
 

※
住
宅
団
地
造
成
事
業
等
 

お
い
て
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て
十
 

▼
失
業
対
策
事
業
（
六
億
二
千
二
百
九
 

一
億
六
千
四
百
十
七
万
二
千
円
で
、
四
 

十
七
万
四
千
円
）
 

十
七
．
斉
了
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

※
一
般
失
業
対
策
事
業
n
町
内
一
円
 

〈
主
な
投
資
的
経
費
の
内
訳
〉
 

▼
同
和
対
策
事
業
（
七
億
七
千
六
百
七
 

十
六
万
五
千
円
）
 

※
上
野
橋
架
設
事
業
n
昭
和
五
十
四
 

年
四
月
完
成
子
定
 
※
道
路
整
備
事
 

業
n
道
路
改
良
舗
装
工
事
 
※
公
共
 

施
設
整
備
事
業
n
集
会
所
、
防
火
水
 

槽
、
納
骨
堂
建
設
工
事
等
 
※
下
排
 

水
路
整
備
事
業
 
W
農
当
（
版
血
（
同
和
 

い
 

I 

※
上
野
集
会
所
建
設
事
業
 

▼
厚
生
福
祉
施
設
整
備
事
業
（
三
千
三
 

百
七
十
二
万
二
千
円
）
 

※
体
育
施
設
整
備
事
業
 

▼
災
害
関
連
事
業
（
一
千
五
十
六
万
円
）
 

※
ボ
タ
山
防
災
事
業
 

▼
そ
の
他
の
事
業
（
一
一
百
五
十
万
一
千
 

円） 
※
道
路
新
設
改
良
市
毒
木
 

《
款
別
歳
出
経
費
の
内
訳
〉
 

上野橋架設（第 3 次） 工事進捗状況写真 

来年4 月 に完成予定 

各
種
工
事
※
緊
急
就
労
対
策
事
業
n
 

道
路
改
良
舗
装
工
事
等
※
産
炭
地
域
 

開
発
就
労
事
業
H
工
場
団
地
造
成
工
 

事
等
 
※
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
 

n
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
造
成
工
事
等
 

▼
公
営
住
宅
建
設
事
業
（
三
億
二
千
四
 

百
四
十
一
万
二
千
円
）
 

※
公
営
住
宅
建
設
廿
七
十
二
戸
建
設
 

（
う
ち
同
和
向
住
宅
【
四
十
二
戸
）
 

▼
過
疎
対
策
事
業
（
一
億
一
千
五
百
八
 

一
款
 

議
会
費
（
四
千
五
百
二
十
二
万
 

三
千
円
）
 

二
款
 
総
務
費
（
二
億
一
千
九
百
五
十
 

「
万
五
千
円
）
 

三
款
 
民
止
春
（
（
六
億
九
千
二
百
三
十
 

七
万
一
千
円
）
 

四
款
 
衛
生
費
（
八
千
百
二
十
一
万
八
 

千
円
）
 

五
款
 
労
働
費
（
六
億
二
千
三
百
三
十
 

九
万
ニ
千
円
）
 

」
ハ
款
 

農
林
水
産
業
費
（
二
億
六
千
九
 

百
八
十
万
八
千
円
）
 

七
款
 
商
工
費
（
一
千
三
百
二
十
四
万
 

九
千
円
）
 

八
款
 
土
木
費
（
七
億
八
千
百
十
三
万
 

一
一
千
円
）
 

九
款
 
消
防
費
（
三
千
九
百
五
十
一
万
 

五
千
円
）
 

十
款
 
教
育
費
（
四
億
九
千
百
五
万
一
 

千
円
）
 

土
款
 
災
害
復
旧
費
（
一
千
五
十
六
万
 

一
千
円
）
 

主
款
 
公
債
費
（
ニ
億
九
千
二
百
七
十
 

九
万
ニ
千
円
）
 

＋
「
款
 

諸
支
出
金
（
七
千
七
百
八
＋
三
 

万
一
千
円
）
 

茜
款
 
予
備
費
（
二
百
万
円
）
 

十
億
七
千
四
百
十
万
八
千
円
に
 

ー

特

別

会

計

予

算

総

額

ー

 

昭
和
五
十
」
亙
I
度
に
お
け
る
特
別
会
 

計
は
六
事
業
会
計
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
 

れ
ら
の
特
別
会
計
の
予
算
の
状
況
は
次
 

表
の
と
お
り
で
す
。
 

（単位：千円） 

歳 入 歳 出 

区 分 慧器，器It減△夢鰐 区 分 
本年度 
子算額 

度
額
 

年
算
 

前
予
 

比 較 
（減△） 

本年購子 
算ゴ寸する 
」田I(%) 

町立病院事業 （収益的） 431,980 353,791 78,189 40.2 町立病院事業 （収益的） 431,980 353,791 78,189 40.2 

上水道事業 （収益的） 84,040 95,548 △10, 508 7.8 上水道事業 （収益的） 84,040 95,548 L10, 508 7.8 

国民健康保険事業 211,735 166,783 44,952 19.7 国民健康保険事業 211,735 166,783 44,952 19.7 

赤池橋架設準備積立金 791 771 20 0.1 赤池橋架設準備積立金 791 771 20 0.1 

住宅新築資金等貸付事業 176,673 33,775 142,898 16.4 住宅新築資金等貸付事業 176,673 33,775 142,898 16.4 

地 域 開 発 事 業 168,889 139,864 29,025 15.8 地 域 開 発 事 業 168,889 139,864 29,025 15.8 

歳 入 合 計 1,074,108 789,532 284,576 100.0 歳 出 合 計 1,074,108 789,532 284,576 100.0 

歳 出の状況（性質別）（単位 千円） 況
 

状
 

の
 

入
 

歳
 

守区 分 度
額
 

年
算
 

本
子
 

度
額
 

年
算
 

前
予
 

比 較 
（減△） 

本年I購子 
算こI」する 
」弊％) 

区 分 度
額
 

年
算
 

本
子
 

前年度 
子算額額 

比 較 
（減△） 

本年I購子 
算こ対する 
上畔Ia) 

1 ，町 税 146,503 113,001 33,502 4.0 1 ，人 件 費 479,055 430, 988' 48,067 13.2 

)2・地 方 譲 与 税 12,547 7,947 4,600 0.3 2 ，物 件 費 204,767 175,808 28,959 5.6 

3 .娯楽施設利用税交付金 517 597 i 80 3 ．維 持 補 修 費 27,528 17,938 9,590 0.8 

4．自動車取得税交付金 14,665 9,635 5,030 0.4 4 ．扶 助 費 236,482 178,692 57,790 6.5 

5 ．地 方 交 付 税 1,167,707 875,329 292,378 32.1 5 ，補 助 費 等 167,082 119,199 47,883 L6 

6．交通安全対策特別交付税 800 740 60 6 .公 債 費 292,918 216,258 76,660 8.0 

7．分担金及び負担金 55,914 50,617 5,297 1.5 7 ．積 立 金 1,340 1,410 △ 70 

8．使用料及び手数料 17,640 17,290 350 0.5 8 .投 資 及 び 出 資 金 14,971 9,476 5,495 a4 
9 ．国 庫 支 出 金 1,038,809 737,697 351,112 29.9 9 ．貸 付 金 39,197 47,906 L 8,709 1.1 

10．県 支 出 金 345,937 187,512 158,425 9.5 10．繰 出 金 39,742 579 39,163 1.1 

11，財 産 収 入 2,056 2,226 △,170 0.1 計（1-10) 1,503,082 1,198,254 304,828 41.3 

12．寄 付 金 1 1 11．投 資 的 経 費 2,134,596 1,275,252 859,344 58.6 

13．繰 入 金 1 I 
内
 
訳
 

①普通建設事業費 1,401,530 622,775 778,755 38.5 

14.繰 越 金 1 1 ②災害復旧事業費 110,092 64,131 45,961 3.0 

15‘諸 収 入 55,880 44,612 11,268 1.6 ③失業対策事業費 622,974 588,346 34,628 17.0 

16．町 債 730,700 428,300 302,400 20.1 12．子 備 費 2,000 2,000 0.1 

歳 入 合 計 3,639,678 2,475,506 1, 164, 172 100.0 歳 出 合 計 3,639,678 2,475,506 1,164,172 100.0 

U 

J 

和
名
 
皐
月
（
さ
つ
き
）
 

さ
つ
き
の
花
が
咲
く
意
味
と
早
苗
を
 

植
え
る
早
苗
月
を
つ
づ
め
て
五
月
を
皐
 

月
と
い
う
。
 

1
日
（
月
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
確
ン
タ
世
 

第
 49 

回
メ
ー
デ
ー
・
日
本
 

2
日
（
火
）
 

3
日
（
水
）
 

5
日
（
金
）
 

6
日
（
土
）
 

7
日
（
日
）
 

8
日
（
月
）
 

10 

日
（
水
）
 

14 

日
（
日
）
 

15 

日
（
月
）
 

16 

日
（
火
）
 

17 

日
（
水
）
 

21 

日
（
日
）
 

22 

日
（
月
）
 

27 

日
（
土
）
 

赤
十
字
社
創
立
記
念
日
・
 

白
い
羽
根
運
動
始
ま
る
 

八
十
八
夜
 

憲
法
記
念
日
・
博
多
ど
ん
 

た
く
（
4
日
ま
で
）
 

こ
ど
も
の
日
・
端
午
 

立
夏
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
瑠
ン
タ
世
 

世
界
赤
十
字
デ
ー
 

愛
鳥
週
間
始
ま
る
 

赤
池
町
民
体
育
祭
（
雨
天
 

の
場
合
は
 21 
自
に
順
延
）
 

母
の
日
・
種
痘
記
念
日
・
 

大
相
撲
夏
場
所
初
日
 

沖
縄
本
土
復
帰
記
念
日
 

田
川
市
風
治
八
幡
川
渡
り
 

神
幸
祭
（
 17 

日
ま
で
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
嫡
ン
タ
m
) 

家
庭
の
日
・
小
満
 

満
月
 

心
配
ご
と
相
談
日
（
嫡
ン
タ
匿
）
 

▽
貧
乏
な
時
の
友
は
 

真
の
友
な
り
△
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新
園
舎
で
保
育
開
始
 

ー

市

場

保

育

所

ー

 

市
場
宗
ノ
辻
 

に
同
和
対
策
事
 

業
で
総
工
費
八
 

千
六
百
八
十
万
 

円
の
保
育
の
殿
 

堂
が
こ
の
た
び
 

完
成
し
、
四
月
 

よ
り
保
育
を
開
 

始
し
ま
し
た
。
 

こ
の
保
育
所
 

は
県
下
で
も
随
 

一
を
誇
る
保
育
 

機
能
が
設
備
さ
 

れ
て
お
り
、
こ
 

れ
よ
り
家
庭
に
 

#
 

市場保育所平面図

（遊 

戯
 

室〕 

。
 

C
 

「
開
園
に
の
ぞ
ん
で
」
 園長 白jり末男 

こ
の
た
び
市
場
保
育
所
の
新
築
に
あ
 

た
り
ま
し
て
は
、
県
や
町
の
皆
さ
ま
の
 

ご
協
力
の
賜
物
と
厚
く
感
謝
致
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

実
に
今
ま
で
は
県
下
一
古
い
園
舎
で
 

し
た
が
、
A
z
区
は
県
下
一
良
い
園
舎
に
 

な
っ
た
の
で
す
。
 

私
も
永
い
海
外
生
活
で
一
昨
年
帰
国
 

し
、
皆
さ
ん
の
ご
厚
情
で
五
十
二
年
四
 

月
一
日
か
ら
市
場
保
育
所
園
長
と
し
て
 

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
始
 

め
て
の
こ
と
で
色
々
と
先
生
方
や
皆
さ
 

ま
に
も
お
世
話
に
な
っ
て
致
ら
ぬ
と
こ
 

ろ
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
ご
容
赦
 

下
さ
い
。
 

世
界
中
、
ど
こ
の
国
に
お
い
て
も
子
 

供
は
国
の
宝
で
す
。
そ
の
保
育
や
教
育
 

に
は
異
な
る
点
は
若
干
あ
っ
て
も
、
目
 

標
に
は
変
り
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

市
場
保
育
所
も
最
新
設
備
の
も
と
で
 

今
年
は
又
、
二
人
の
若
い
先
生
を
迎
え
 

理
事
長
の
ご
指
示
の
も
と
に
、
差
別
の
 

な
い
愉
快
な
明
る
い
心
で
園
児
の
保
育
 

に
適
進
す
る
決
心
で
す
。
今
後
と
も
何
 

分
よ
ろ
し
く
ご
指
導
の
程
、
お
願
い
致
 

し
ま
す
。
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

お
い
て
保
育
に
欠
け
る
児
童
が
心
身
と
 

も
に
健
や
か
に
育
成
さ
れ
、
す
べ
て
児
 

童
は
等
し
く
愛
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
 

ま
す
。
 

＠
園
舎
の
概
況
 

●
定
員
 
九
十
名
（
百
二
十
名
の
収
容
 

可
能
）
 

●
建
面
積
 

益
」
、
毛
平
方
米
（
鉄
筋
 

コ
ン
ク
リ
ト
ト
平
屋
建
）
 

※
保
育
室
③
 

一
夫
平
方
米
 

※
遊
戯
室
①
 

き‘
孟
平
方
米
 

※
教
貝
室
①
 

孟
平
方
米
 

※
医
務
室
①
 

入
ニ
玉
平
方
米
 

※
給
食
室
①
 

舌
平
方
米
 

か
 
。
 

O

、 

？

 

。
 

「
新
園
舎
の
喜
び
」
 

議 児玉美枝子 

園
児
及
び
父
母
の
最
近
十
日
間
の
喜
 

び
の
一
端
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
 

す。 
「
ま
あ
、
驚
い
た
。
予
想
し
て
い
た
 

よ
り
ず
っ
と
素
適
で
す
ね
。
」
「
あ
の
時
 

プ
レ
ハ
ブ
で
一
時
し
の
ぎ
を
せ
ず
、
待
 

っ
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
」
「
運
動
 

場
も
広
く
て
、
陽
あ
た
り
が
い
い
で
す
 

ね
。
」
「
あ
ら
、
天
井
が
吹
き
ぬ
け
で
す
 

ね
。
部
屋
が
よ
け
い
に
広
く
感
じ
、
明
 

る
い
で
す
ね
。
」
「
夏
は
風
が
よ
く
入
り
 

き
っ
と
涼
し
い
で
す
よ
ね
ピ
「
子
供
た
 

ち
が
早
く
目
を
さ
ま
す
様
に
な
り
ま
し
 

た
。
早
く
保
育
所
へ
行
こ
う
。
早
く
早
 

く
ノ
、
と
せ
が
ま
れ
ま
す
。
」
 

と
 

忙
が
し
い
送
迎
の
ひ
と
と
き
、
お
父
さ
 

ん
も
お
母
さ
ん
も
こ
ん
な
に
喜
び
の
言
 

葉
を
き
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
 

子
供
た
ち
も
は
り
き
っ
て
登
園
し
、
 

「
先
生
、
当
番
表
早
く
作
ろ
う
よ
。
」
「
 

お
手
伝
い
す
る
よ
。
」
「
廊
下
が
ど
ん
ど
 

ん
走
ら
れ
る
ね
。
広
ー
い
も
ん
ノ
」
 

「 

玄
関
が
広
い
き
、
玄
関
の
お
当
番
も
い
 

る
よ
。
」
 
「
ト
イ
レ
も
き
れ
い
で
か
わ
い
 

い
ね
。
び
っ
く
り
し
た
。
も
フ
、
よ
ご
 

さ
れ
ん
ね
。
先
生
ノ
」
 

「
私
た
ち
、
皆
 

別
々
の
お
部
屋
が
で
き
て
嬉
し
い
ね
。
 

※
乳
児
室
兼
 

ホ
フ
ク
室
 

杢
平
方
米
 

※
そ
の
他
 

」
天
こ
モ
平
 

方
米
 

「沿 

革」 

o
昭
和
 27 

年
 11 

月
1
日
、
市
場
 

保
育
所
設
立
、
 

設
置
経
営
主
体
 

（
市
場
地
区
社
 

会
福
祉
協
議
会
 

）
、
初
代
園
長
 

（
木
村
末
松
）
 

定
員
（
四
十
 

名
）
、
建
物
三
 

一
」
元
究
平
方
米
 

o
昭
和
 30 

年
6
 

月
1
日
、
二
代
 

（
あ
ざ
み
ぐ
み
の
園
児
た
ち
）
 

先
生
。
」
 

と
大
変
で
す
。
皆
さ
ま
も
 

こ
の
喜
び
の
姿
を
み
て
や
っ
て
下
さ
い
。
 

「
環
境
は
人
を
作
る
」
と
い
い
ま
す
。
 

両
親
の
保
護
の
下
か
ら
、
始
め
て
集
団
 

生
活
の
場
ヘ
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
よ
い
 

子
た
ち
も
広
い
空
間
と
明
る
い
採
光
の
 

も
と
で
伸
び
伸
び
と
生
活
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
子
ら
の
将
来
に
は
、
す
ば
ら
し
 

い
青
い
鳥
が
待
っ
て
い
る
よ
っ
な
幸
せ
 

い
っ
ぱ
い
な
気
持
で
す
。
 

こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
環
境
を
作
っ
て
 

い
た
だ
き
ま
し
た
町
関
係
者
の
方
々
を
 

始
め
、
福
祉
会
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
地
 

（水 

洗
 
ト
 
イ
 
レ） 

（ホ 

ー
 
ル
・
ロ
 

ー
 
カ） 

目
園
長
（
平
川
外
曽
次
郎
）
 

o
昭
和
 38 

年
4
月
1
日
、
定
員
六
十
名
 

9
昭
和
 38 

年
4
月
1
日
、
三
代
目
園
長
 

（
立
花
全
兵
衛
）
 

o
昭
和
 46 

年
4
月
1
日
、
社
会
福
祉
法
 

人
赤
池
福
祉
会
の
設
置
 

o
昭
和
 46 

年
8
月
1
日
、
園
舎
増
築
 

（
敷
地
面
積
ら
老
・
口
毛
平
方
米
、
建
物
 

面
積
量
口
夫
冥
平
方
米
）
 

o
昭
和
 52 

年
4
月
1
日
、
四
代
目
園
長
 

（
白
川
末
男
）
 

o
昭
和
 53 

年
4
月
1
日
、
宗
ノ
辻
に
移
 

転
改
築
し
定
員
九
十
名
と
す
る
 

o
曜
に
至
る
 

9
 

9
・
 

一
元
多
 

ん
。
一
 

ま
す
。
 

市一 

の
も
t
 

気
が
・
 

り
以
‘
 

に
、
』
 

ば
ノ
」
 

A
フ位 

暖
か
」
 

す
。
＋
 

た。 

八
々
に
感
謝
の
言
葉
も
あ
り
ま
せ
 

」
古
」
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
 

吻
の
こ
の
宗
ノ
辻
の
新
し
い
環
境
 

こ
で
、
私
も
仕
え
ら
れ
る
よ
う
な
 

し
ま
す
。
職
員
一
同
も
今
ま
で
よ
 

エ
に
一
人
ひ
と
り
の
子
供
を
大
事
 

己
め
細
か
な
保
育
を
し
て
い
か
ね
 

c
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
 

塚
と
も
皆
さ
ま
方
の
よ
り
一
層
の
 

い
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
 

牛
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
 

Q
 

入
院
患
者
の
保
険
外
負
担
が
 

軽
く
な
り
ま
し
た
 

@
＠
⑥
 

ー

ベ

ッ

ド

差

額

料

 

五
十
三
年
二
月
一
日
の
医
療
費
改
定
 

を
機
会
に
福
岡
県
で
は
病
院
や
診
療
所
 

の
協
力
を
得
て
、
入
院
時
に
串
署
が
負
 

担
し
て
い
る
ベ
ッ
ド
の
差
額
料
や
付
添
 

料
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
保
険
外
現
金
負
担
 

を
で
き
る
だ
け
軽
く
ず
る
よ
う
話
し
合
 

い
ま
し
た
o
 

入
院
さ
れ
る
と
き
は
事
前
に
病
院
や
 

診
療
所
と
十
分
相
談
し
て
下
さ
い
。
 

※
話
し
合
い
の
内
容
 

▽
ベ
ッ
ド
の
差
額
料
が
徴
収
さ
れ
る
の
 

は
個
室
又
は
二
人
部
屋
に
限
る
。
 

▽
三
人
部
屋
以
上
の
病
室
に
つ
い
て
は
 

徴
収
し
な
い
。
 

▽
病
院
や
診
療
所
で
設
け
る
差
額
ベ
ッ
 

⑥
⑥
＠
 

・

付

添

料

な

ど

ー

 

ド
の
数
は
全
ベ
ッ
ド
数
の
お
お
む
ね
 

二
十
ダ
ト
（
国
立
病
院
十
ダ
ト
以
内
 

）
と
す
る
。
 

▽
基
準
看
護
承
認
病
院
で
は
有
料
の
付
 

添
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

▽
入
院
中
、
治
療
に
関
係
の
な
い
日
常
 

生
活
上
の
こ
と
で
病
院
や
診
療
所
の
 

も
の
を
使
用
し
た
場
合
は
実
費
を
徴
 

収
す
る
。
 

（
た
ん
ぽ
ぽ
ぐ
み
の
園
児
た
ち
）
 

（
れ
ん
げ
ぐ
み
の
園
児
た
ち
）
 

'9 ?
 

同
窓
生
よ
り
愛
の
 

●
 

●
 

●
 

記
念
樹
を
ノ
・
 

四
月
十
六
日
（
日
）
赤
池
中
学
校
々
庭
 

に
第
十
三
回
左
‘
米
生
よ
り
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
 

ギ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
記
念
樹
は
、
卒
業
し
て
二
十
年
 

余
に
な
る
同
窓
生
が
町
の
移
り
変
る
姿
 

に
希
望
を
た
く
し
、
中
学
生
が
将
来
の
 

住
よ
い
町
の
に
な
い
手
と
し
て
学
校
を
 

卒
業
し
て
行
く
よ
う
に
と
、
愛
の
気
持
 

を
同
窓
生
約
十
人
で
体
育
館
の
前
に
植
 

樹
し
ま
し
た
。
 

こ
の
木
が
大
き
く
成
長
し
、
時
代
の
 

流
れ
と
同
じ
よ
っ
に
生
徒
の
健
康
と
学
 

力
の
向
上
を
期
待
し
、
生
徒
が
休
憩
の
 

ひ
と
と
き
を
そ
の
木
の
下
で
集
い
、
学
 

生
時
代
の
良
き
思
い
出
を
作
っ
て
欲
し
 

い
と
の
こ
と
で
す
。
同
窓
生
の
皆
さ
ん
 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第184号 

や「】一 

以「 

・一擬 
ノ
「
 

八
 

』
鷹
週
 一

 

】 
、
 

い
 

一
、
 

」
切
 

与h 

一

 

一
 

'n
、 

ノ

‘

、

』

■

、

 

語
 い 

一
 

、
左
前
へ
快
打
ノ
・
十
支
所
今
畑
さ
ん
）
 

「
十
支
所
鵬
六
区
戦
よ
り
 

、 

『賑わった320才ソフト大会1 
L2 位十支所、3位十八支所J 
★ 4月9日・16日、恒例の認（〕歳ソフト大会が中学校校 ★ 

★ 庭で開催され、第14支所が栄えある優勝を獲得した。 ★ 

赤
池
体
協
（
池
田
利
文
会
長
）
は
、
四
月
二
日
午
後
七
時
か
ら
町
民
会
 

一 

館
で
五
十
三
年
度
の
評
議
員
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
日
は
地
域
お
よ
び
関
 

係
諸
団
体
か
ら
六
十
九
名
が
出
席
、
議
長
に
村
上
慶
氏
を
選
ん
だ
。
 

」 

52 
年
度
の
反
省
 
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
 

の
生
活
化
、
⑤
長
期
振
興
計
画
を
基
調
 

活
動
は
年
々
上
昇
傾
向
に
あ
る
が
、
①
 

に
、
具
体
的
に
は
0
体
協
と
地
区
公
連
 

体
協
と
地
域
と
の
組
織
的
 

つ
な
が
り
が
な
か
っ
た
。
 

②
理
事
会
運
営
の
円
滑
化
 

が
図
れ
な
か
っ
た
。
③
行
 

政
依
存
の
傾
向
が
強
く
み
 

O
…
第
九
回
三
百
二
十
歳
ソ
フ
ト
ボ
ー
 

ル
大
会
に
四
支
所
、
五
支
所
、
二
十
支
 

所
が
初
出
場
、
総
勢
十
七
チ
ー
ム
が
一
一
 

週
に
わ
た
っ
て
熱
戦
を
繰
り
展
げ
た
。
 

O
…
一
回
戦
は
、
十
四
支
所
 18 

対
0
十
 

五
支
所
、
六
支
所
 22 

対
0
猿
田
と
い
っ
 

た
試
合
が
あ
れ
ば
、
八
支
所
四
十
三
支
 

所
は
4
対
4
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
勝
負
を
 

決
す
る
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
 

試
合
展
開
で
あ
っ
た
。
 

O
…
十
六
日
の
ベ
ス
ト
5
で
は
、
さ
す
 

が
に
好
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
、
中
で
も
 

十
支
所
鵬
六
支
所
は
池
田
、
日
高
の
両
 

エ
ー
ス
が
好
投
、
わ
ず
か
な
チ
ャ
ン
ス
 

を
生
か
し
た
十
支
所
が
1
対
0
で
辛
勝
。
 

〇
・
・
好
守
好
打
の
十
四
支
所
は
、
清
原
 

監
督
が
提
唱
す
る
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
見
 

事
優
勝
、
昨
年
か
ら
三
連
覇
の
偉
業
を
 

達
成
し
た
。
二
位
は
十
支
所
、
三
位
は
 

十
八
支
所
、
四
位
七
支
所
。
 

〇
…
な
お
体
協
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
 

盟
結
成
の
検
討
を
す
す
め
て
い
る
。
 

．
町
民
体
育
誠
本
い
嬉
旧
・
に
一
挙
】
行
古
 

恒
例
の
町
民
体
育
祭
が
五
月
十
四
 

日
午
前
九
時
か
ら
河
原
G
で
挙
行
さ
 

れ
る
。
二
年
続
け
て
雨
に
泣
か
さ
れ
 

た
体
協
で
は
、
こ
と
し
こ
そ
の
意
気
 

供
に
努
め
、
O
指
導
体
制
の
整
備
、
充
 

実
を
は
か
る
。
 

地

域

ス

ポ

ー

ツ

に

助

成

 

体
協
で
は
、
地
区
公
民
館
が
主
催
す
 

組
織
の
整
備
が
急
務
 

53 

年
度
の
体
協
方
針
き
ま
る
 

ら
れ
た
。
④
指
導
体
制
に
不
備
が
あ
っ
 

た
→
守
が
あ
げ
ら
れ
る
。
 

53 
年
度
の
事
業
計
画
 
①
組
織
と
運
 

営
の
整
備
充
実
、
②
指
導
体
制
の
強
化
 

③
施
設
の
整
備
、
④
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
 

を
は
じ
め
各
種
団
体
と
の
交
流
を
深
め
 

●
体
協
自
身
の
組
織
強
化
、
と
く
に
理
 

事
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
機
関
構
成
 

員
の
任
務
と
責
任
を
明
ら
か
に
し
、
●
 

容
易
に
参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
 

、
 

、

ノ

 

う
 

る
各
種
ス
ポ
ー
ッ
行
事
に
 

助
成
金
を
出
す
こ
と
に
な
 

っ
た
。
手
続
き
は
地
区
公
 

民
館
長
が
事
務
局
へ
申
請
 

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 

【
五
月
の
行
事
】
五
日
壮
子
供
ス
ポ
ー
 

ツ
大
会
。
十
四
日
廿
町
民
体
育
祭
、
一
一
 

十
八
日
廿
地
域
対
抗
バ
レ
ー
大
会
。
 

【
六
月
の
行
事
】
四
日
廿
老
人
ゲ
ー
ト
 

大
会
、
一
一
十
五
日
廿
壮
、
婦
体
力
づ
く
り
。
 

込
み
も
鋭
く
、
地
区
公
連
を
は
じ
め
 

関
係
諸
団
体
の
協
カ
を
得
て
実
行
委
 

員
会
を
組
織
、
豊
富
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

で
全
町
民
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
 

誠
心
館
根
性
で
高
校
へ
 

剣
道
少
年
部
一
期
生
 

【
剣
道
部
発
】
剣
道
部
少
年
剣
士
」
看
 

が
誠
心
館
根
性
を
ひ
っ
さ
げ
て
、
そ
れ
 

ぞ
れ
意
中
の
高
校
へ
進
学
し
た
。
 

ん
 
佐
藤
徳
久
く
 

く
 
ん
（
十
一
支
 

藤
 
所
常
喜
さ
ん
 

佐
 

長
男
）
が
大
 

く
 

分
県
の
安
岐
 

ん
 

高
校
へ
、
中
 

予
 
野
雅
浩
く
ん
 

野
 
，
丑
、
7
1

ノ 

中
 

（
同
、
勝
さ
 

ん
長
男
）
が
 

飯
塚
市
嘉
穂
高
校
へ
、
さ
ら
に
田
中
浩
 

二
く
ん
（
十
三
支
所
末
人
さ
ん
二
男
）
 

が
大
分
塁
女
岐
高
校
へ
進
学
、
三
君
と
 

ん
 
も
剣
道
部
に
 

く
 
入
部
し
た
。
 

中
 
こ
の
三
君
は
 

田
 

篇
剣
道
少
 

年
部
の
第
一
期
生
で
、
か
ず
か
ず
の
戦
 

歴
を
も
っ
て
お
り
、
今
後
の
活
躍
が
期
 

待
さ
れ
て
い
る
。
 

家
族
の
協
力
を
感
謝
 

バ
レ
ー
部
、
こ
と
し
も
や
り
ま
す
。
 

【
バ
レ
ー
部
発
】
 
52 

年
度
マ
マ
さ
ん
バ
 

レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
は
、
昨
年
六
月
か
 

ら
こ
と
し
三
月
ま
で
長
期
に
わ
た
っ
て
 

行
わ
れ
、
大
成
功
の
も
と
に
終
了
し
た
。
 

こ
の
リ
ー
グ
戦
は
、
地
域
婦
人
ス
ポ
 

ー
ツ
の
振
興
を
目
的
と
し
た
バ
レ
ー
部
 

最
大
の
行
事
で
、
初
め
て
の
取
り
組
み
 

で
も
あ
っ
た
が
、
参
加
チ
ー
ム
は
地
域
 

や
パ
パ
さ
ん
、
家
族
み
ん
な
の
協
力
で
 

無
事
全
日
程
を
消
化
で
き
た
。
リ
ー
グ
 

戦
は
 53 

年
度
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
 

体
協
の
ペ
ー
ジ
新
設
 

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
期
待
 

体
協
は
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
 

啓
も
う
す
る
た
め
、
町
当
局
の
ご
好
意
 

J
 

を
得
て
今
月
か
ら
『
体
協
の
ペ
ー
ジ
』
 

を
新
設
し
ま
し
た
。
地
域
お
よ
び
各
専
 

門
部
の
催
し
に
は
係
員
が
取
材
に
参
り
 

ま
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
 

ま
す
。
 

（
担
当
廿
工
藤
、
林
、
門
村
）
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第12回 

全
国
公
募
書
道
祭
開
か
る
 

赤
池
町
よ
り
各
賞
入
賞
す
 

福
岡
県
教
育
委
員
会
、
日
本
教
育
書
 

道
連
盟
、
田
川
文
化
連
盟
、
西
日
本
新
 

聞
社
主
催
後
援
に
よ
り
、
三
月
二
十
五
、
 

六
日
の
二
日
間
、
田
川
市
体
育
館
に
お
 

い
て
第
十
二
回
全
国
公
募
書
道
祭
が
開
 

か
れ
ま
し
た
。
 

春
日
和
の
中
、
盛
況
の
う
ち
に
取
り
 

行
わ
れ
、
毛
筆
、
硬
筆
と
も
に
約
四
千
 

点
が
出
品
さ
れ
、
遠
く
は
関
東
、
関
西
 

地
区
よ
り
、
又
近
県
か
ら
も
多
数
の
出
 

品
者
で
し
た
。
そ
の
中
で
当
赤
池
よ
り
 

次
の
と
お
り
多
数
の
入
賞
が
あ
り
ま
し
 

た
の
で
ご
照
会
し
ま
す
。
 

毛
筆
の
部
 

「
剣
木
賞
」
松
岡
美
由
紀
（
中
二
）
 

「
西
日
本
新
聞
社
賞
」
皆
川
ゆ
か
り
（
 

中
二
）
 

「
赤
村
々
長
賞
」
綿
貫
仁
子
（
 

小
五
）
 

「
糸
田
町
議
会
議
長
賞
」
熊
谷
 

郁
子
（
小
四
）
 

「
呉
流
会
々
長
賞
」
坂
 

元
か
お
る
（
小
ニ
）
 

「
添
田
町
塾
月
長
 

賞
」
浦
田
良
美
（
中
二
）
 

「
小
石
賞
」
 

藤
村
み
ど
り
（
小
六
）
 

「
平
尾
文
明
堂
 

賞
」
坂
元
美
延
（
小
四
）
 

「
牛
島
賞
」
 

島
み
の
り
（
小
四
）
 

「
ヒ
ロ
カ
ネ
賞
」
 

浦
田
義
人
（
小
四
）
 

「
ウ
ェ
ダ
賞
」
浦
 

田
英
仁
（
小
五
）
 

「
下
田
川
ガ
ス
社
糸
 

田
賞
」
久
原
利
恵
（
小
五
）
 

「
大
博
舎
 

賞
」
浦
田
加
代
美
（
小
六
）
 

「
努
力
賞
 

」
香
月
敏
（
小
五
）
、
平
野
直
子
（
小
 

五） 

「
特
選
」
世
良
美
津
子
（
小
六
）
 

、
浦
上
律
子
（
小
六
）
、
太
田
誠
子
（
 

小
五
）
、
高
林
恵
（
小
一
）
、
久
原
美
 

幸
（
中
一
）
、
熊
谷
雅
博
（
中
一
）
、
 

今
畑
明
美
（
小
六
）
、
石
元
久
美
（
小
 

五
）
、
日
高
寿
代
（
小
五
）
、
世
良
公
 

穂
（
中
二
）
、
熊
谷
式
部
（
小
五
）
、
 

大
久
保
直
正
（
中
三
）
 

硬
筆
の
部
 

「
特
選
」
浦
田
加
代
美
（
小
六
）
、
 

平
野
直
子
（
小
五
）
、
岡
田
美
智
子
（
 

小
四
）
、
太
田
誠
子
（
小
五
）
、
島
み
 

の
り
（
小
四
）
、
立
花
早
苗
（
中
二
）
 

、
浦
上
律
子
（
小
六
）
、
皆
川
尚
剛
（
 

小
六
）
、
熊
谷
式
部
（
小
五
）
、
綿
貫
 

仁
子
（
小
五
）
、
原
田
洋
子
（
小
五
）
 

※
学
年
は
旧
学
年
の
ま
ま
 

。
 

」
 

】
 

一1
《、 

▽
と
こ
ろ
 
県
内
四
ケ
所
（
福
岡
市
、
 

電
話
〇
九
四
七
四
ー
②
ー
二
一
二
〇
 

福
岡
県
警
察
官
採
用
試
験
 

▽
と
き
 
六
月
四
日
（
日
）
 

▽
 
▽
 北

九
州
市
、
飯
塚
市
、
久
留
米
市
）
一
 

受
付
期
間
 
五
月
十
九
日
（
金
）
ま
で
ー
 

問
い
合
わ
せ
 
田
川
警
察
署
警
務
係
一
 

第31回児童福祉週間 

子供の幸せは明るい家庭から 
さ
わ
や
か
な
五
月
の
空
に
、
鯉
の
 

ぼ
り
が
高
く
お
よ
い
で
い
ま
す
。
一
」
 

の
空
の
よ
う
に
澄
ん
だ
環
境
の
な
か
 

で
、
健
康
で
明
る
い
子
供
に
成
長
す
 

る
よ
う
に
 

。 

そ
ん
な
願
い
を
こ
め
て
、
今
年
も
 

五
月
五
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
 
か
ら
 

一
週
問
、
 
第
三
十
一
回
の
児
童
福
祉
 

週
問
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
 

ま
た
、
五
月
の
第
二
日
曜
日
は
「
母
 

の
日
」
。
 

明
る
く
健
康
に
育
て
て
く
 

れ
た
お
か
あ
さ
ん
に
、
感
謝
の
気
持
 

ち
を
込
め
て
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
贈
 

り
ま
し
ょ
ー
つ
。
 

0
 

食
い
よ
四
月
よ
り
新
し
く
入
園
、
 

入
学
と
子
供
さ
ん
を
持
つ
各
家
庭
で
は
 

う
ま
く
集
団
生
活
を
送
っ
て
い
る
だ
ろ
 

う
か
？
・
ー
と
い
ろ
い
ろ
気
を
配
っ
て
い
 

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

こ
れ
ま
で
家
庭
の
中
で
、
 

“
お
山
の
 

大
将
4

を
き
め
こ
ん
で
い
た
子
供
た
ち
 

も
幼
稚
園
や
学
校
に
入
る
と
周
囲
は
見
 

知
ら
ぬ
顔
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
、
友
 

達
づ
く
り
は
急
速
に
進
み
ま
す
。
自
己
 

主
張
の
強
い
子
は
協
調
性
に
欠
け
る
と
 

こ
ろ
が
あ
り
、
集
団
の
遊
び
に
な
じ
め
 

に
く
く
、
神
経
質
な
子
供
も
集
団
生
活
 

の
中
で
が
ま
ん
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
 

g
 

こ
れ
は
昭
和
二
十
九
年
当
時
の
小
学
 

生
の
ク
遊
び
ベ
ス
ト
ス
リ
1
4
 
「
な
わ
 

と
び
」
 

「
鬼
ご
っ
こ
」
 

「
ベ
ー
ス
ボ
ー
 

ル
」
と
比
べ
る
と
、
遊
び
方
も
ガ
ラ
リ
 

と
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
 

〈
何
ん
で
も
話
し
合
え
る
友
達
を
〉
 

ど
ん
な
友
達
が
欲
し
い
か
、
と
い
う
 

間
に
対
し
て
答
の
多
か
っ
た
の
は
「
何
 

ん
で
も
話
し
合
え
る
」
 

「
い
ろ
い
ろ
な
 

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
」
 

「
秘
密
を
守
 

れ
る
」
人
が
、
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
 

《
欲
し
い
友
導
の
条
件
と
し
 

て
は
「
ス
ポ
ー
ツ
が
上
手
」
 

「
勉
強
が
 

で
き
る
」
 

「
遊
び
道
具
を
た
く
さ
ん
持
 

年
書
男
の
子
は
「
野
球
選
手
」
 

r

女
の
子
は
「
幼
稚
園
の
先
生
」
 

大
き
く
な
っ
た
ら
な
り
た
い
人
 

で
き
ま
せ
ん
。
 

子
供
た
ち
は
い
ま
、
何
を
考
え
、
悩
 

み
、
ど
ん
な
遊
び
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
 

う
 

。
先
頃
、
総
理
府
が
ま
と
め
た
 

五
十
二
年
版
「
青
少
年
白
書
」
は
、
子
 

供
た
ち
の
全
体
像
を
浮
き
ぽ
り
に
し
て
 

い
ま
す
。
 

そ
の
な
か
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
 

ン」 
〈
遊
び
は
テ
レ
ビ
で
〉
 

小
学
生
の
ふ
だ
ん
の
遊
び
は
「
テ
レ
 

ビ
を
見
る
」
が
、
男
女
と
も
に
ト
ッ
プ
。
 

つ
い
で
「
本
、
マ
ン
ガ
を
読
む
」
 

「自 

転
車
乗
り
」
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

っ
て
い
る
」
な
ど
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
 

〈
華
や
か
な
職
業
に
あ
こ
が
れ
〉
 

大
き
く
な
っ
た
ら
ど
ん
な
仕
事
を
す
 

る
人
に
な
り
た
い
か
上
J
学
校
の
男
 

子
の
半
数
以
上
（
五
十
五
幹
）
は
コ
フ
 

ロ
野
球
選
手
」
、
女
子
の
半
数
近
く
（
 

四
十
四
軒
）
が
「
幼
稚
園
の
先
生
」
と
 

答
え
て
い
ま
す
。
 

I 

次
い
で
男
の
子
は
二
番
目
が
「
ス
ポ
 

ー
ッ
選
手
」
三
番
目
が
「
科
学
著
］
」
ま
 

た
女
子
は
二
番
目
が
「
歌
手
」
三
番
目
 

は
「
美
容
師
」
。
女
子
の
幼
稚
園
の
先
 

生
は
別
と
し
て
、
い
ず
れ
も
華
や
か
な
 

職
業
を
望
ん
で
い
ま
す
。
 



⑧
 

⑨ 第184号 昭和53年5月1日 け
 

し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

第184号 

●

阿

蘇

山

焼

吟

行

 

「3
月
 20 

日
5
 21 

日」 

藤
本
は
る
の
女
 

●
ふ
る
さ
と
の
花
菜
明
り
に
旅
立
て
り
 

久
 
良
 

赤
池
午
後
一
時
半
出
発
。
男
子
六
人
、
 

女
子
六
人
、
 

一
行
十
二
人
高
速
路
に
入
 

る
。
快
適
な
速
度
、
苗
ど
こ
ろ
と
思
い
 

つ
つ
見
て
い
る
景
色
も
茶
畑
と
変
る
。
 

忘
れ
霜
の
た
め
の
覆
い
な
の
か
春
の
日
 

の
日
除
け
か
、
浅
学
な
私
に
は
分
ら
な
 

い
。
ど
ん
よ
り
と
し
た
今
日
は
、
覆
い
 

を
揚
げ
て
い
る
肥
後
路
に
這
入
っ
た
の
 

か
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
肥
後
椿
が
美
 

し
い
。
 

●
村
挙
げ
て
ハ
ウ
ス
栽
培
鳥
曇
り
 

園
 
女
 

●
フ
レ
ー
ム
の
海
と
も
見
ゆ
る
肥
後
路
 

趣味の 

盆栽と園芸 

⑧ 

作
 

R
" 

白
い
 

市
 

→】J 
木
I
 

中
 

①
盆
栽
用
語
に
つ
い
て
 

盆
栽
を
培
養
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
 

盆
栽
界
の
み
に
通
ず
る
用
語
が
あ
り
ま
 

す
。
こ
れ
は
知
ら
な
く
と
も
別
に
ど
う
 

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
‘
知
っ
た
 

つ
 

か
な
 

峰
 
生
 

高
速
道
路
を
左
に
抜
け
る
。
 

●
何
か
萌
え
何
か
が
芽
吹
く
山
に
入
る
 

は
る
の
女
 

●
道
筋
に
維
子
の
と
ぶ
も
阿
蘇
の
行
 

一 

歩
 

タ
野
火
の
少
し
の
煙
に
も
心
の
昂
ぶ
 

り
を
覚
ゆ
。
右
手
に
阿
蘇
の
寝
釈
迦
が
 

く
っ
き
り
と
 

。
そ
し
て
悠
然
と
残
 

雪
が
印
象
的
。
山
焼
き
の
恐
し
き
ま
で
 

に
美
し
い
景
、
明
日
が
待
た
る
る
。
 

●
山
焼
き
を
見
ん
そ
れ
だ
け
の
温
塁
栢
 

り
 

景
 
石
 

野
火
の
煙
、
村
を
彩
る
噴
煙
は
紫
に
、
 

山
々
が
近
づ
く
末
黒
野
と
化
し
て
、
嶺
 

線
が
浮
立
っ
て
い
る
。
半
分
位
は
山
焼
 

き
が
す
ん
で
い
る
様
子
。
雨
催
い
の
雲
 

が
出
は
じ
め
た
。
明
日
の
山
焼
き
が
気
 

が
か
り
 

。
幾
度
と
な
く
来
し
馴
染
 

み
の
建
物
、
 

一
の
宮
の
保
養
セ
ン
タ
ー
 

こ
と
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
い
二
、
 

三
取
り
上
げ
ま
し
た
。
 

④
舎
利
…
幹
肌
の
一
部
の
皮
が
は
げ
 

て
ケ
イ
セ
イ
層
が
出
て
い
る
状
態
。
社
 

松
、
梅
、
真
柏
等
に
多
く
老
木
の
感
じ
 

を
出
し
て
い
る
も
の
。
 

⑨
神
…
枯
枝
の
こ
と
で
ケ
ヤ
木
、
真
 

柏
、
梅
等
に
多
く
神
に
よ
っ
て
樹
の
バ
 

ラ
ン
ス
が
と
れ
る
。
 

〇
ヤ
ゴ
枝
…
小
枝
の
間
か
ら
伸
び
出
 

し
た
徒
長
枝
の
こ
と
で
梅
に
最
も
多
い
 

〇
コ
ビ
・
・
寄
妙
な
形
を
し
て
曲
り
く
 

ね
っ
て
面
白
み
の
あ
る
も
の
。
 

O
ウ
ロ
…
洞
穴
が
出
来
た
よ
う
に
な
 

、

 

、
、
ノ
 

つ
 

着
。
タ
食
前
に
一
回
目
の
句
会
、
五
時
 

半
メ
切
り
、
七
句
出
。
 

●
杉
植
わ
る
山
も
焼
く
と
は
知
ら
ざ
り
 

し
 

秋
風
子
 

●
姐
一
人
己
に
適
ふ
畦
を
焼
く
 雨

 
亭
 

●
野
遊
び
の
心
も
あ
り
て
阿
蘇
の
旅
 

千
恵
女
 

●
枯
色
も
美
し
き
彩
阿
蘇
は
春
 久

 
良
 

タ
食
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
賛
沢
に
、
一
段
 

上
を
と
駒
女
さ
ん
の
心
遣
い
に
て
思
考
 

力
が
乏
し
く
な
る
程
の
満
腹
感
に
。
 

●
へ
だ
て
な
き
回
ひ
親
し
き
春
灯
下
 

慶
 
子
 

未
黒
野
に
う
っ
す
ら
と
上
る
煙
、
今
 

日
焼
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
回
目
の
 

句
会
メ
切
り
八
時
半
、
五
句
出
。
 

お
風
呂
に
行
く
も
の
、
早
々
に
句
作
 

に
余
念
な
き
も
の
、
日
脚
伸
ん
だ
と
は
 

つ
て
 
「
コ
ブ
」
 
が
付
い
て
、
こ
れ
も
面
 

白
味
の
あ
る
も
の
。
 

〇
カ
ル
ス
…
松
な
ど
に
見
ら
れ
る
鉢
 

金
を
か
け
た
後
が
残
っ
て
見
憎
い
状
態
 

に
あ
る
も
の
。
 

①
サ
ビ
…
俗
に
樹
が
「
コ
ツ
」
 
っ
て
 

来
た
と
い
う
の
を
盆
栽
界
で
は
「
サ
ビ
」
 

が
つ
い
た
と
い
っ
た
よ
っ
な
も
の
。
 

①
私
の
経
験
か
ら
 

最
後
に
私
の
経
験
か
ら
得
た
こ
と
で
 

す
が
、
私
た
ち
盆
栽
愛
好
家
の
皆
さ
ん
 

に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
を
述
べ
て
み
 

ま
し
た
。
 

④
ま
ず
盆
栽
愛
好
家
は
審
美
眼
又
は
 

い
え
阿
蘇
谷
の
暮
れ
は
早
い
。
外
は
と
 

っ
ぷ
り
と
夜
の
椎
に
つ
つ
ま
れ
て
春
の
 

闇
。
山
の
中
腹
に
灯
の
入
っ
た
悌
舎
利
 

塔
が
浮
ん
で
い
る
。
美
し
い
、
せ
つ
な
 

い
ま
で
に
 

●
し
ず
か
さ
や
悌
舎
利
塔
の
お
ぼ
ろ
の
 

灯
 

園
 
女
 

●
見
廻
り
の
灯
と
も
未
黒
野
辺
り
か
な
 

は
る
の
女
 

●
夜
更
け
て
も
湯
治
客
あ
る
春
の
宿
 

駒
 
女
 

●
言
ふ
ほ
ど
の
旅
愁
な
ら
ね
ど
春
灯
 

慶
 
子
 

●
老
と
ち
の
春
暖
房
に
く
つ
ろ
げ
り
 

一 

歩
 

午
後
九
時
半
句
会
終
了
。
お
風
呂
＋
 

時
ま
で
 

急
が
ね
ば
。
 

白
石
天
留
翁
句
 

●
こ
の
谷
の
こ
の
野
焼
く
様
想
像
す
 

●
未
黒
野
に
駄
道
と
い
う
が
網
の
目
に
 

観
賞
眼
窒
局
め
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
 

⑨
自
分
一
人
の
良
う
が
り
は
い
け
ま
 

せ
ん
。
多
く
の
人
に
見
せ
、
樹
形
の
善
 

悪
を
検
討
し
あ
っ
て
】
層
の
向
上
に
務
 

む
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
 

〇
盆
栽
培
養
上
、
前
に
述
べ
た
十
四
 

の
忌
み
枝
は
、
こ
れ
ま
た
避
く
べ
き
だ
 

と
思
い
ま
す
。
 

〇
盆
栽
用
語
は
知
っ
て
お
く
の
も
、
 

わ
る
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

お
わ
り
 

※
八
回
に
わ
た
り
ク
趣
味
の
盆
栽
と
 

園
芸
ク
を
連
載
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
 

回
を
も
っ
て
終
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

キ、 

』J
ン 

9
 

余
輩
→
 

心
と
目
を
い
や
す
⑧
 

仕
事
場
の
能
率
は
、
周
囲
の
色
彩
に
 

よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
い
い
ま
 

す
。
た
と
え
ば
、
人
は
原
色
の
赤
で
塗
 

り
つ
ぶ
し
た
部
屋
に
一
時
間
と
は
い
ら
 

れ
な
い
し
、
白
一
色
の
壁
も
神
経
に
さ
 

わ
り
ま
す
。
 

ア
メ
リ
カ
で
製
造
さ
れ
て
ク
目
の
休
 

ま
る
緑
〉
と
呼
ば
れ
て
い
る
色
は
、
椿
 

の
葉
の
裏
側
の
よ
っ
な
薄
緑
で
、
こ
の
 

色
に
壁
を
統
一
す
る
と
単
調
な
仕
事
に
 

も
没
頭
で
き
、
注
意
が
散
漫
に
な
ら
ず
 

時
間
が
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
と
 

い
う
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。
 

色
彩
感
情
か
ら
い
っ
て
も
、
緑
は
「
 

静
か
」
と
い
う
表
現
に
な
り
心
理
的
に
 

心
を
休
め
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
 

生
理
的
な
面
で
も
青
緑
系
統
の
色
調
は
 

目
の
網
膜
に
対
し
て
方
や
す
ら
ぎ
ク
を
 

与
え
て
、
疲
れ
た
神
経
を
癒
し
、
疲
労
 

回
復
を
フ
な
が
す
作
用
が
あ
る
と
い
う
 

こ
と
で
す
。
 

仕
事
に
お
わ
れ
目
と
心
が
疲
れ
た
時
 

に
は
、
地
上
の
青
葉
若
葉
に
む
か
っ
て
 

目
を
カ
緑
4

の
ド
ッ
ク
に
入
れ
て
く
だ
 

さ
い
。
そ
し
て
休
日
に
は
、
野
山
へ
新
 

緑
の
展
覧
会
を
見
に
行
く
の
も
い
い
で
 

し
ょ
、
フ
。
 9 
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し、 あ
 

報
 

広
 

つ
 

消
費
生
活
相
談
員
に
 

中
村
さ
ん
・
伊
藤
さ
ん
が
 

消
費
者
皆
さ
ん
の
消
費
生
活
の
安
定
 

及
び
向
上
を
は
か
る
た
め
、
次
の
方
が
 

相
談
貝
と
し
て
県
知
事
よ
り
委
嘱
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

⑥
中
村
千
鶴
さ
ん
（
九
支
所
）
 

T
E
L
 

三
五
九
五
 

⑨
伊
藤
利
子
さ
ん
（
十
一
支
所
）
 

T
E
L
 

二
二
八
四
 

消
費
生
活
の
苦
情
、
相
談
は
お
気
軽
 

に
相
談
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
一
般
婦
 

人
を
対
象
に
生
活
に
役
立
つ
テ
ー
マ
を
 

楽
し
み
な
が
ら
学
び
、
す
ぐ
暮
ら
し
に
 

活
か
せ
る
（
く
ら
し
の
講
座
）
が
あ
り
 

ま
す
。
各
地
域
婦
人
会
等
で
開
講
ご
希
 

望
の
婦
人
会
は
、
生
活
相
談
委
員
又
は
 

役
場
産
業
振
興
課
商
工
振
興
係
ま
で
お
 

申
し
込
み
下
さ
い
。
 

講
座
内
容
は
、
食
コ
ー
ス
、
冷
凍
食
 

、
、
，
ノ
 一 

，‘ 

×
 

品
の
知
識
、
化
学
製
品
コ
ー
ス
、
せ
ん
 

い
コ
ー
ス
、
健
康
管
理
コ
ー
ス
、
成
人
 

病
と
食
生
活
、
消
費
生
活
コ
ー
ス
、
住
 

コ
ー
ス
等
が
あ
り
ま
す
。
 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

〔
五
十
二
年
度
賛
助
会
費
〕
一
ロ
千
円
 

〈
町
職
関
無
 

池
永
輝
昭
（
 10
 

ロ）
 

太
田
達
彦
（
5
口】
 

〈
町
議
会
関
黛
 

早
麻
 
豊（2
口〕
 

小
松
 
保（2
口）
 

山
下
次
男
（
2
ロ〕
 

定
宗
美
義
（
2
ロ〕
 

小
松
政
清
（
2
口〕
 

西
村
正
人
（
2
口〕
 

清
原
義
則
（
2
口）
 

浦
田
 

勇（2
口）
 

早
谷
政
雄
（
2
口〕
 

椿
原
 
誠（5
口〕
 

池
田
利
文
（
2
口〕
 

十
時
 
募（2
口）
 

立
花
杉
夫
（
2
口）
 

武
末
義
信
（
2
ロ） 

小
松
千
太
郎
（
2
口）
 

水
木
康
雄
（
2
口）
 

井
上
牛
之
助
（
2
ロ）
 

池
田
 
勝（2
口】
 

《
社
協
役
員
関
廷
 

太
田
博
文
（
 10
 

口〕
 

稲
垣
 
力（1
ロ）
 

青
柳
徳
美
（
2
口〕
 

森
千
代
子
（
2
ロ）
 

浦
田
留
春
（
1
口〕
 

谷
 
富
次
（
4
口）
 

藤
田
徳
松
（
1
ロ）
 

沢
永
源
敏
（
2
口】
 

小
林
松
夫
（
1
口】
 

《
一
般
関
色
 

阿
部
貫
一
（
2
口）
 

大
森
高
市
（
2
ロ】
 

中
村
千
鶴
（
2
口）
 

日
野
茂
春
（
2
口〕
 

太
田
荒
喜
（
2
口）
 

縄
田
キ
ク
エ
（
1
口）
 

亀
谷
松
次
（
2
口）
 

柴
田
司
一
（
1
ロ）
 

岩
城
辰
美
（
 12
 

ロ】
 

、ノ 、
 

加
秘
利
道
（
1
口〕
 

黒
木
一
男
（
1
口） 

岡
田
宗
治
（
1
口】
 

岡
田
英
子
（
1
口】
 

〔
香
典
返
し
〕
 

金
一
封
 
酒
井
 

金
一
封
 
中
村
 

金
一
封
 
沼
口
 

金
一
封
 
柏
木
 

沢
永
孝
美
（
2
ロ〕
 

伊
藤
役
太
郎
（
1
ロ）
 

伊
藤
キ
ク
エ
（
1
口】
 

森
下
フ
ミ
エ
（
1
口】
 

ー
敬
称
略
ー
 

主
計
（
十
区
西
組
）
 

康
利
（
十
区
東
組
）
 

幸
男
（
上
野
）
 

宏
己
（
昭
和
町
）
 

ー
敬
称
略
ー
 

53 

年
度
賛
助
会
員
を
 

募
集
し
て
い
ま
す
 

町
内
の
皆
さ
ん
が
社
会
福
祉
事
業
に
 

直
接
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
社
会
 

福
祉
協
議
会
で
は
賛
助
会
員
制
度
を
も
 

っ
て
お
り
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
 

地
域
住
民
の
人
が
少
し
で
も
住
み
よ
い
 

環
境
に
と
願
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
 

行
い
、
皆
さ
ん
の
声
が
で
き
る
だ
け
反
 

映
さ
れ
、
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
が
で
き
 

る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
 

あ
な
た
も
是
非
ご
協
力
下
さ
い
。
賛
 

助
会
員
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
 

は
、
年
間
会
費
一
，
ロ
千
円
を
納
め
て
い
 

た
だ
き
、
何
ロ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
 

現
在
、
赤
池
町
議
会
を
は
じ
め
、
多
 

数
の
方
が
賛
助
下
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
電
話
四
六
四
六
番
 

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
 

エンゼルクイズ 

【第21回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1、巨人に入団のシピン選手。彼の背番号は 

? 

④10番 ⑧11番 ⑥12番 

2 ,凡帳面という言葉はどこから生まれた？ 

@L［芸 ⑧能 ⑥剣道 

3 、魚の年齢はどこでみるとよいでしょう？ 

④うろこ ⑧背びれ（C）歯 

4 、天ぶらを上手にあげるには最適の温度が 

必要。さて、約何度？ 

④14(〕度 ⑧160度 ＠180度 

5 、高速道路での普通乗用自動車の最低制限 

速度は何ギロ？ 

@40km @50km @ 60km 

〔応募の要領〕 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、5月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題l B 問題2 B 問題3 C 

【正解者】 

今回の応募総数34通のうち、正解は14通で 

した。厳正な抽せんの結果、次の三名の方に 

記念品を贈ります。 （敬称略） 

）久保千賀子（赤池小藤団地） 

）谷本 一美（赤池板屋団地） 

）池田 茂（赤池西ケ丘） 

※前回の間3は出題ミスで⑧⑧⑥いずれも 

正解といたしおした。 

⑧
 

に
U
 ⑥

 

【第20回の解答】 士④ 

1 ④ 2 ⑥ 3 需⑧ 
円千⑥ 

呈福祉三f2圭と三タ二＝二の三行三事三

Cs月の休館日〕 

1 日、 4日、 6 日、 8 日 

15日、22日、29日 

〔演 芸 日〕 

4日、 7 日、11日、14日 

18日、21日、25日、28日 
、ー 

〔福祉バス運行日〕 

7 日、14日、21日 

（日 曜 日） 

〔仏教法話会〕 13日田 

〔映 写 会〕 18日困 

J
 

「
掴
』
麓
澄
齢
響
製
一
 

未
加
入
者
は
 

す
ぐ
手
続
き
を
 

国
民
年
金
は
二
十
五
年
保
険
料
を
か
 

け
れ
ば
老
齢
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
し
、
 

最
低
一
年
以
上
保
険
料
を
納
め
て
い
れ
 

ば
、
障
害
年
金
・
母
子
年
金
・
遺
児
年
 

金
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
か
ら
、
加
入
 

は
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
よ
い
の
で
す
。
 

保
険
料
は
、
毎
月
二
千
七
百
三
十
円
 

で
す
。
す
ぐ
加
入
の
手
続
き
タ
干
ノ
ま
せ
 

ま
し
ょ
う
。
 

手
続
き
は
、
役
場
⑤
番
窓
ロ
（
国
民
 

年
金
係
）
に
印
か
ん
を
持
っ
て
お
出
か
 

け
下
さ
い
。
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し、 か
 

あ
 

報
 

広
 

予
防
接
種
を
 

お
受
け
く
だ
さ
い
 

日
本
脳
炎
及
び
三
種
混
合
の
子
防
接
 

種
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
 

日
本
脳
炎
予
防
接
種
一
 

▽
と
き
・
と
こ
ろ
 

5
月
 17 

日
困
老
人
ホ
ー
ム
（
」
野
地
磐
 

5
月
 24 

日
困
市
場
小
保
健
室
（
鱗
誰
）
 

6
月
9
日
圏
町
民
会
館
（
高
校
生
）
 

6
月
 13 

日
因
町
民
会
館
（
畿
．
競
）
 

6
月
 14 

日
困
四
区
公
民
館
（
叫
“
議
）
 

▽
該
当
者
 
三
歳
以
上
の
人
（
今
ま
で
 

に
一
度
も
受
け
た
こ
と
の
な
い
人
は
 

七
日
か
ら
十
四
日
の
間
を
お
い
て
一
一
 

回
、
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
は
一
回
 

接
種
し
て
下
さ
い
）
な
お
当
日
か
ら
 

だ
の
具
合
の
悪
い
人
は
、
医
師
に
相
 

談
し
て
お
い
出
下
さ
い
。
 

▽
持
っ
て
く
る
も
の
 
印
か
ん
 

！・ 

」
種
混
合
予
防
接
種
一
 

▽
と
き
・
と
こ
ぢ
 

5
月
 19 

日
囲
 
町
民
会
館
 

6
月
 20 

日
因
 
町
民
会
館
 

▽
該
当
者
 
生
後
 24 

ケ
月
ー
 48 

ケ
月
 

▽
持
っ
て
く
る
も
の
 
母
子
手
帳
 

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
半
ー
 

三
時
ま
で
 

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
 

五
十
三
年
中
「
一
 

体
障
害
者
の
た
め
の
 

巡
回
相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
 

▽
と
き
 
五
月
十
日
（
水
）
 

▽
と
こ
ろ
 
金
田
小
学
校
体
育
館
 

▽
時
間
 
午
前
十
時
ー
午
後
三
時
ま
で
 

※
戦
傷
病
者
巡
回
相
談
・
身
体
障
害
 

者
巡
回
結
婚
相
談
は
五
月
十
一
日
（
木
）
 

添
田
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
行
い
 

ま
す
。
 

※
要
精
密
を
要
す
る
内
部
障
害
者
に
 

つ
い
て
は
対
象
者
か
ら
除
か
れ
て
い
ま
 

す
の
で
、
当
日
は
診
察
は
出
来
ま
せ
ん
。
 

巡
回
交
通
事
故
相
談
 

交
通
事
故
加
害
者
及
び
被
害
者
の
手
 

軽
な
相
談
相
手
と
な
ら
れ
る
巡
回
交
通
 

事
故
相
談
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
 

す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

▽
と
き
 

五
月
十
日
（
水
）
直
方
市
 

五
月
二
十
四
日
（
水
）
 

田
川
市
 

六
月
十
四
日
（
水
）
直
方
市
 

六
月
二
十
八
日
（
水
）
 

田
川
市
 

※
時
間
は
十
時
よ
り
十
六
時
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 

直
方
市
役
所
内
市
民
相
談
係
 

電
話
〇
九
四
九
ニ
ー
）
ー
〇
五
五
〇
 

、
 

田
川
市
役
所
内
市
民
相
談
係
 

電
話
〇
九
四
七
四
ー
）
ー
二
〇
〇
〇
 

国
税
専
門
官
の
募
集
 

国
税
庁
で
は
、
五
十
「
犀
度
国
税
専
 

門
官
試
験
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
 

▽
国
税
専
門
官
を
全
国
で
約
五
八
〇
名
 

採
用
し
ま
す
。
 

▽
受
験
資
格
 

昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日
ー
昭
和
三
 

十
二
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
男
子
。
 

▽
願
書
受
付
 

五
月
十
六
日
（
火
）
と
一
十
五
日
（
木
）
 

▽
第
一
次
試
験
 

七
月
八
日
（
土
）
、
九
日
（
日
）
に
福
岡
 

大
晋
書
回
宮
校
舎
で
教
養
試
験
、
専
門
 

試
験
を
行
い
ま
す
。
 

▽
希
望
者
は
、
福
岡
国
税
局
、
人
事
院
 

九
州
事
務
局
又
は
大
学
の
就
職
担
当
 

課
へ
願
書
を
請
求
し
て
下
さ
い
。
 

▽
願
書
提
出
先
 

福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
 

▽
問
い
合
わ
せ
 

福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
 

係
 

電
話
〇
九
ニ
ー
四
一
一
ー
〇
〇
三
一
 

（
⑤
二
一
一
七
）
 

福
岡
国
税
局
 

危
険
物
取
扱
者
 

試
験
準
備
講
習
会
 

福
岡
県
が
行
う
五
十
「
軍
度
第
一
回
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
が
、
来
る
六
月
四
 

日
（
日
）
県
立
田
川
東
高
校
で
行
わ
れ
ま
 

す
。
こ
れ
に
先
が
け
、
当
田
川
地
区
防
 

災
協
会
で
は
試
験
に
伴
う
準
備
講
習
会
 

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
 

▽
と
き
 
五
月
二
十
八
日
（
日
）
 

午
前
九
ザ
ー
午
後
五
時
ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 
田
川
医
師
会
準
看
護
学
校
 

▽
科
目
 

o
危
険
物
関
係
法
令
 

o
基
礎
物
理
及
び
基
礎
化
学
 

o
危
険
物
の
性
質
及
び
消
火
方
法
 

▽
手
続
 

o
田
川
地
区
消
防
本
部
予
防
課
 

〇
九
四
七
四
あ
ー
〇
六
五
〇
 

o
田
川
地
区
消
防
署
金
田
分
署
 

〇
九
四
七
二
、
人
回
ー
〇
三
〇
七
 

▽
受
講
料
 

o
田
川
地
区
防
災
協
会
員
 
千
円
 

o
非
会
員
 

千
五
百
円
 

（
但
し
テ
ギ
ス
ト
代
は
含
ま
な
い
）
 

※
受
験
願
書
、
受
験
申
込
書
の
受
付
 

は
五
月
九
日
ま
で
に
前
記
受
付
署
所
 

に
お
い
て
手
続
を
行
い
ま
す
。
 

育
英
資
金
受
給
 

希
望
者
の
募
集
 

赤
池
町
で
は
、
五
十
年
度
よ
り
育
英
 

資
金
制
度
が
制
定
さ
れ
四
年
目
を
迎
え
 

ま
す
が
、
今
年
度
も
次
の
と
お
り
募
集
 

し
ま
す
の
で
、
育
英
資
金
貸
与
を
今
年
 

度
か
ら
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
町
教
育
 

委
員
会
ま
で
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

▽
資
格
 

町
内
に
住
所
タ
工
有
す
る
子
弟
の
う
ち
 

学
業
優
秀
、
性
舛
釜
口
良
な
者
で
、
高
校
 

ー
一
J
 

以
上
の
学
校
に
進
学
す
る
学
生
、
生
徒
 

で
学
資
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
 

者。 
o
町
内
に
一
年
以
上
在
住
す
る
者
 

o
身
体
強
健
で
学
業
優
秀
な
者
 

o
品
行
方
正
で
志
操
堅
実
力
暑
］
 

o
在
学
校
長
の
推
せ
ん
す
る
者
 

▽
貸
与
の
金
額
 

大
学
（
一
一
名
）
 

o
月
額
 

一
人
→
一
万
円
 

o
入
学
支
度
金
 

一
人
→
」
万
円
 

高
校
（
「
否
）
 

o
月
額
 

一
人
→
五
千
円
 

o
入
学
支
度
金
 

一
人
→
一
万
五
千
円
 

▽
受
付
期
間
 

五
月
一
日
（
月
）
ー
五
月
十
五
日
（
月
）
 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
赤
池
町
教
育
 

委
員
会
（
町
民
会
館
）
に
必
要
書
類
等
 

を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
間
い
 

合
わ
せ
下
さ
い
。
 

ク
お
詫
び
と
訂
正
4
 

四
月
号
に
次
の
よ
っ
な
誤
り
が
 

あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
 

訂
正
し
ま
す
。
 

九
頁
の
「
香
典
返
し
」
で
世
良
 

正
夫
は
世
良
唯
男
さ
ん
の
誤
り
で
、
 

又
同
頁
の
「
エ
ン
ゼ
ル
ク
イ
ズ
」
 

間
3
で
王
選
手
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
数
 

に
出
題
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
 

こ
の
ク
間
3
4

の
み
に
つ
い
て
は
 

④
⑧
⑥
い
ず
れ
を
間
わ
ず
全
部
正
 

解
と
い
た
し
ま
す
。
 


